
地域ブロック 

活 動 名 称 

ル ー ト 名 称 中国 

レーク街道カフェ 

人間文化の原風景～ご縁をつなぐ神仏の通ひ路～ 

①活動概要 
 実施年度：平成19年度、20年度（神在月を含む9月から10月の毎週末に実施） 

 中海・宍道湖・大山圏域が全国に誇る風景と、その背景にある出雲神話等の歴史をくつろぎながら感じること 

ができる機会を創出することを目的としたオープンカフェを実施 平成19年度は毎週キャラバン的に場所を変えができる機会を創出することを目的としたオ プンカフェを実施。平成19年度は毎週キャラバン的に場所を変え

ながら景観スポット9箇所で計11回、平成20年度は宍道湖の夕日鑑賞スポットである岸公園にて7回実施した。 

カフェの机にはそこから見える風景を説明したシートを設置し、地域資源の理解促進を図った。 

②活動の体制 
【レーク街道コア会議】

 

 

島根県ウォーキング協会 
ＮＰＯ大山王国 ＮＰＯ島根歴史文化ﾈｯﾄﾜｰｸもくもく 

島根県技術士会 
【レ ク街道コア会議】

（5団体） 

【レーク街道カフェ協力団体】 レーク街道推進会議 
（風景街道パートナーシップ組織） 

事務局：松江商工会議所 

広報物作成、カフェ機材準備、販売員手配等 各団体活動エリアでのカフェを運営 全体調整 レーク街道カフェＰＲちらし 

 

③苦労した点や工夫した点 
【苦労した点】活動原資の確保、事業周知 

カ 写真 カ 写真

レーク街道カフェの様子 

【工夫した点】島根県補助事業の活用、松江商議所支援により原資を確保。  

 

④活動の効果

カフェ写真 カフェ写真 

風景案内シート

事業周知にあたっては、周辺「道の駅」等へのＰＲちらし配付、 
松江市による後援協力などにより実施した。 

④活動の効果

  

 

風景案内シート

平成19年度：11回の開催により約600名が来訪。 
平成20年度：5回の開催により約250名が来訪。 
売上げ（コーヒー200円、クッキー100円）では販売アルバイトや機材運 
搬などの費用を賄うことができなかった。

※有料来訪者数 

⑤今後の活動 
  

 

搬などの費用を賄うことができなかった。

平成21年度も継続して実施する予定だが、販売単価やメニューの見直 
しなど経済的に自立できる仕組みを構築する必要がある。  問合せ先  レーク街道推進会議事務局 担当：岩見 真稔 

         電話：０８５２－３２－０５０４ 
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